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　昨年の世相
を表す漢字は

ủ災ỨでしたỐ
豪雪に始ま

りỏ地震ỏ豪
雨ỏ猛暑ỏ干

ばつ止めは台風と文字通り災害の多い

年でしたỐ
　またỏ世界情勢を見ると米国の一強

支配に対抗する中国の台頭や欧州各国

の政情不安が伝わる中ỏ平成最後の年

を迎えることとなりましたỐ

　まさにỏ時代が大きく変わる年にな

るのではと感じさせる年の初めですỐ

　新潟大学ではỏ厳しい運営状況にあ

る中ỏủ地ớ知Ờの拠点大学Ứとしての

役割を担うべく様々な取り組みをして

いますỐ経済的理由で進学が困難な高

校生への入学応援奨学金や在校生への

独自の奨学金制度の創設による優秀な

学生の確保・育成や学外学修・インタồ

ンシỽプの充実ỏ更には地域の改革に

大学としても寄与していくことを目的

とした企業・自治体等との連携協定締

結や見学交流ツアồなども開催してい

ますỐ　昨年４月にはỏ世界初のủ日本酒学

センタồỨを設立しỏ全学の学生を対

象としたủ日本酒学Ứ講座は①日本酒

造り②酒税③健康と日本酒④日本酒に

関する経済⑤文化歴史など多岐にわた

る内容を学ぶそうですỐ当初定員２０

０名を予定していましたがỏ聴講希望

者が８００名を超えたためỏ急遽３０

０名に聴講を許可したとのことですỐ

因みに脱落者はほとんどいないそうで すỐ　またỏ農学部ではủ生命・食料・環

境の未来を支える農学部へỨを合い言

葉にỏ１学科体制ớ５つの主専攻プロ

グラムỜでủＮＩＩＧＡＴＡ人材の育

成と定着Ứに向けた教育プログラムを

展開していますỐその結果ỏ県内就職

率も上向いてきているとのことでしたỐ

　全学同窓会ではỏ大学との懇談会ỏ

各学部同窓会の相互交流促進に向けた

記念講演会・交流会の開催や学友会

サồクル等へ支援としての雪華支援事

業ỏủ新潟大学カồドỨの利用促進などỏ

大学への支援や同窓会活動の活発化に

向けた取り組みも強化しているところ

ですỐ　農学部同窓会もỏ毎年開催している

常任幹事会の場を利用してỏ大学や各

県支部の代表者との情報交換に努める

とともにỏ招請頂いた各県支部の総会

等に参加させて頂きỏ大学の近況を報

告するなど交流を深めていますỐ昨年

はỏ長野県と首都圏にお邪魔しましたỐ

　特にỏ首都圏同窓会ではỏ農学部が

当番とのことでＨ元年農芸化学科卒の

朝日酒造経営企画部長⽅新野義弘さん

がứ新潟の酒造りとủ久保田Ứの開発Ừ

と題して講演と試飲を行い大好評でし

たỐ　またỏ一昨年から始めた嵐丘庭の草

刈り作業にも県庁農地部ỏ農林水産部

から　名に参加して頂きỏ学生ỏ教員

15

合わせて約　名でỏ台風の影響を心配

30

しながらも無事にケガ無く心地良い汗

をかきỏ美味しいお酒を飲みながら交

流することができましたỐ
　今後ともỏこうした教員ỏ学生との

交流促進や社会で活躍されている卒業

生の講演会等を企画するなどỏ同窓会

活動を盛り上げて行きたいと思ỳてい

ますỐ

　引き続き会員各位のご理解とご支援

をỏ何卒宜しくお願い申し上げますỐ

　最後にỏ皆様の益々のご健勝とご発

展を祈念申し上げỏご挨拶とさせてい

ただきますỐ 

　はじめにỏ
農学部同窓会

会員の皆さま
にはỏ平素よ

り農学部に暖
かいご支援を

賜りましてỏ誠にありがとうございま

すỐ同窓会からは本年度も国際交流活

動ỏ志願者確保のための広報活動ỏ図

書室の充実ỏ卒業祝賀会などの諸行事

に多大なご支援をいただきましたỐ農

学部教職員を代表して心より御礼申し

上げますỐ
　一年を振り返りỏ農学部の状況を簡

単に説明させていただきますỐ

　前号でご報告したとおりỏ農学部は

昨年４月に１学科５主専攻プログラム

という新たな体制でスタồトしまし

たỐ新しい体制ではỏ学生は入学後の

一年半はプログラムに所属せずỏ全学

共通科目と農学部共通基礎科目を通し

てỏ幅広い教養と農学各分野の基礎知

識を学びỏ２年次後半に各プログラム

に分属しỏそれぞれにおいて専門知識

と技術を深く習得しますỐ学生はỏ共

通基礎科目で学ぶ内容や教員によるプ

ログラム紹介などを参考にしてỏ自分

が所属するプログラムを決めていくの

ですがỏ中には入学当初に考えていた

分野と異なる分野を選択する者もいま

すỐ昨年　月にはỏ新体制で入学した

10

最初の学生のプログラム分属が行わ

れỏ約　％の学生が第一希望のプログ

80

ラムに分属するという結果になりまし

たớ第２希望のプログラムに分属した

学生の割合は　％ỜỐ希望通りのプログ

15

ラムに所属できないと学習意欲が低下

することが危惧されますがỏその様な

心配は今のところ無いようですỐしか

しỏ新しい農学部で教育を受けた学生

がしỳかりと力をつけて卒業していく

のかỏきちんと検証する必要がありま

すỐ　さてỏ新潟大学ではỏ財政上の事情

から２年間人事が凍結していました

がỏ制度の大幅な変更に伴いỏようや

く人事を進められるようになりまし

たỐ農学部ではỏこの１年でỏ６名の

准教授が教授にỏ３名の助教が准教授

に昇任しましたỐまたỏ１名の教授ỏ

４名の助教ớうち２名は一年任期の外

国人助教Ờを新たに採用することがで

きỏ今現在２名の助教を募集中ですỐ

このようにỏ農学部の教員構成も大き

く変わりつつありỏ今後の研究の広が

りが期待されますỐ

　農学部の実践的教育の一翼を担ỳて

きた附属フỹồルド科学教育研究セン

タồの佐渡ステồシἀンớ演習林Ờはỏ

同じく佐渡にある研究推進機構朱鷺・

自然再生学研究センタồおよび理学部

附属臨海実験所と統合されỏ本年４月

同
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１日に新たに設置される佐渡自然共生

科学センタồの一部門となることが決

定しましたỐ佐渡ではỏそれぞれの施

設がỏ森ỏ里ỏ海の教育・研究フỹồ

ルドを有しておりỏそれらを統合して

森・里・海に関する融合的教育研究を

推進することを目的としていますỐ佐

渡ステồシἀンの教員はỏ４月より新

センタồ所属になりますがỏ農学部の

教育を引き続き担当することになỳて

いますỐ
　前号でご紹介しましたủ日本酒学Ứ

についてはỏ農学部の教員も積極的に

関わỳていますỐ今年度の動きとして

はỏ昨年４月にはỏủ日本酒学Ứ構築の

拠点となる日本酒学センタồを設立し

ましたỐセンタồにはỏ新潟大学に　
10

ある全ての学部から　名近くの教員が
50

メンバồとして参加していますỐ活動

としてはỏ一ỏ二年生向けの講義ủ日

本酒学Ứの開講ỏ一般向けの公開講座

や市民講座の開講ỏシンポジウムやセ

ミナồの開催ỏ文科省での展示のほかỏ

多くのマスコミ取材にも対応していま

すỐ今のところỏ教育や広報活動が先

行していますがỏ今後研究活動も活発

化するものと思いますỐ

　国際交流関係ではỏ今年度も活発に

活動していますỐまずỏ大きな出来事

としてはỏ昨年　月　日Ỗ　日に第６

11

13

15

回農学部国際シンポジウムủ農業技術

革新を通した未来の形成Ứをプトラマ

レồシア大学ớＵＰＭỜで開催したこ

とですỐこのシンポジウムはỏ農学部

主催のもとỏ海外の交流協定校からも

代表を招聘する形で２Ỗ３年ごとに開

催するものですỐ今回はỏＵＰＭが主

催する第８回国際農業会議とのジἀイ

ントシンポジウムとして運営しまし

たỐシンポジウムではỏアジア地域で

の食料生産と環境保全に関する最新の 話題を提供しあいỏアジア規模での資

源と環境問題への今後の展望を議論し

ましたỐ学生に対してはỏ国際的な視

野から農業に関わる現況ỏ今後の課題

および対応策を把握させるねらいがあ

りますỐ農学部からは学生・院生　名ỏ41

教員　名の計　名が参加しỏ学生は全

11

52

員口頭あるいはポスタồで自身の研究

成果を英語で堂々と発表しましたỐ交

流協定校からはỏチỻンマイ大学ớタ

イỜỏタイグエン大学ớベトナムỜỏハ

ノイ工科大学ớベトナムỜỏバングラデ

シỿ農業大学ỏシレỽト農業大学ớバ

ングラデシỿỜỏ中国農業大学から参加

がありましたỐ本シンポジウムの開催

にあたりỏ同窓会の寄付による国際交

流基金を活用いたしましたỐ心より感

謝申し上げますỐ
　またỏ農学部ではỏ　年度から文科
25

省世界展開力強化事業によりỏトルコ

の３大学と連携したỏ農学・防災を学

ぶ学生の交流事業を実施していますỐ

　年度から毎年　名以上のトルコの学

26

20

生を短期・中長期に受け入れỏ日本の

農業や防災の先端技術を学ぶプログラ

ムを実施していますỐ一方でỏ農学部

の学生をトルコに派遣することは安全

面から控えていましたがỏ情勢も落ち

着いてきたことからỏ今年度はようや

く学生を派遣することができましたỐ

具体的にはỏ短期　名ỏ中長期３名の

26

学生を派遣しましたỐ学生はỏマレồ

シアỏトルコ以外にもỏロシアやスリ

ランカの短期プログラムなどにも５Ỗ

６名ずつ参加していますỐ以上の学生

渡航はỏ基本的に学生支援機構の奨学

金を活用しておりỏ学生の自己負担が

軽減されますỐ今の学生は気軽にỏま

た少ない負担で海外研修に行けるよう

になりỏこの面では大変恵まれていま

すỐ今年度新たにỏ交流協定を結んだ 海外の大学はỏウメオ植物科学研究セ

ンタồớスウỻồデンỜỏシレỽト農業

大学ỏ中国科学院シồサンパンナ熱帯

植物園ớ中国Ờỏミラノ大学ớイタリアỜỏ

ラクイラ大学ớイタリアỜですỐ近年

活発な国際交流活動についてはỏ別に

詳細な報告がありますのでそちらもご

一読くださいỐ
　以上ỏ農学部の現状と活発な活動の

一端を紹介させていただきましたỐ農

学部は新潟大学の中でもỏ少ない教員

数ながら充実した教育研究活動を行ỳ ているところですỐしかしỏ一方ではỏ

国からの運営費交付金の削減等によ

りỏ大学の予算は依然と厳しい状況に

ありますỐその様な厳しい中にあỳて

もỏ農学部の教育研究活動のより一層

の活性化をめざして教職員一丸となỳ

て努力していく所存でありますỐ最後

になりますがỏ渡辺会長をはじめとす

る農学部同窓会の皆様にはỏ今後とも

農学部への変わらぬご厚情とご支援を

賜りますようお願い申し上げỏ私の挨

拶とさせていただきますỐ 

　農学部の国際交流事業の柱であるマ

レồシアのプトラマレồシア大学と共

同開催する国際シンポジỿウ及び農学

部フỼồラム／ＫＡＢＢớ新潟大学・

刈羽村先端農業バイオ研究センタồỜ

フỼồラム等ủ学術・文化活動Ứへの

支援と在学生への学ぶ環境の整備とし

てủ農学部図書室への支援Ứỏủ農学部

学生の就業力育成事業への支援Ứỏ更に

は嵐丘庭を同窓生同士の交流の場とし

て活用していくỐ
　２０１８年度はỏ主として以下の活

動に取り組みますỐ

１ỏủ松濤Ứ　号の発刊
36

　同級生から同級生へのリレồ方式に

よる近況活動報告ỏより充実した内容

を企画し手に取ỳて読まれる会誌を目

指しますỐ
２ỏứ嵐丘庭Ừ の維持・管理ỏ有効活用

　農学部の顔であるủ嵐丘庭Ứの維持・

管理をとおし交流事業等を行うỏ農学

部同窓会活動の活性化のためＨＰで積

極的な声掛けを行いますỐ本年度は２

回を予定しますỐ

３ỏ学部内諸行事への支援

　ủ卒業祝賀会Ứ開催への支援を行いỏ

卒業生の負担の軽減を図りますỐ

４ỏ学術・文化活動への支援

　農学部が行う国際交流事業ỏおよび

農学部フỼồラム
/ＫＡＡＢフỼồラ

ム等の学術・文化活動を支援しますỐ

５ỏ受験者増加への取組みに対する支

援　受験者確保のためのủ高等学校への

訪問Ứ及びủ高等学校教員の招聘ớア

ドミỽシἀンフỼồラムỜ事業Ứへの

支援を行いますỐ
６ỏ農学部在学生のための農学部図書

室の充実支援
　保護者から同窓会活動を理解しても

らうため在学生への具体的な支援を行

いますỐ７ỏ農学部学生の就業力育成に係る支

援　農学部学生の就業力育成にあたりỏ

卒業生による指導ỏ助言のための講演ỏ

研修会などの支援を行いますỐ

２
０
１
８
年
度
活
動
計
画
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（円）１．収入の部 備　　　　　考増　減決　算予　算科　　目
04,000,0004,000,000基金収入からの繰入
0993,763993,763前年度繰越 利息   24円  　    ▲ 152439利子・雑収入 　　▲ 154,993,7874,993,802合　　　　計 （円）２．支出の部 備　　　　　考増　減決　算予　算科　　目 全学同窓会役員会 ・ 支部総会出張旅費 ・ 通信 ・ 電話料 ・ 謝礼 ・ 消耗品費等▲ 14,558585,442600,000１．事務局費 常任幹事会支部役員出席旅費　常任幹事会会場使用料等▲ 43,122416,878460,000２．会議費 名簿データメンテナンス▲ 6,00054,00060,000３．名簿情報維持管理費
0700,000700,000４．卒業祝賀会費 退職者（教員２名）▲ 1,05628,94430,000５．退職者記念品費 中庭下刈り２回（同窓生・在学生・教職員との交流）▲ 23,58676,414100,000６．嵐丘庭維持費 「松涛35号」「しおり」印刷，郵送等▲ 36,5691,263,4311,300,000７．｢松涛」発行費 弔電、生花等▲ 50,000050,000８．慶弔費 ８支部（６支部35,000円,新潟県・首都圏支部各70,000円）0350,000350,000９．支部活動助成費 ３大学合同研修会、ＦＣシンポ、新大ＧＰ（世界展開力強化事業）、農学部フォーラム(ＫＡＡＢ）事業等▲ 169,91980,081250,00010．学文活動助成費 平成29年度入学定員による比率（％）8.038629038432,038403,00011．全学同窓会負担金費 松涛35号、記事等掲載▲ 41,0009,00050,00012．ホームページ費 教員による高校訪問、出前授業,アドミッションフォーラム等▲ 45,354224,646270,00013．志願者確保対策助成費 （高校訪問旅費助成費） 農学部学生による希望図書の購入補助▲ 26299,738100,00014．農学部図書室充実費 農学部学生の就業力育成のため、 農学部卒業生による指導、助言の旅費等▲ 18,68331,31750,00015．学生の就業力育成に係る助成費 ▲ 220,8020220,80216．予備費 ▲ 641,8734,351,9294,993,802合　　　　計３．差引残高（Ａ－Ｂ）641,858円　次年度への繰越金

2017年度新潟大学農学部同窓会 事業費決算報告（平成29年５月１日～平成30年４月30日）
（円）１．収入の部 備　　　　　考増　減前年度決算本年度予算科　　目

300,0004,000,0004,300,000基金収入からの繰入 ▲351,905993,763641,858前年度繰越
02424利子・雑収入 ▲51,9054,993,7874,941,882合　　　　計 （円）２．支出の部 備　　　　　考増　減前年度決算本年度予算科　　目 全学同窓会交流会出席補助・役員会・通信・電話料・各支部への出張旅費・謝金・ＰＣウイルスソフト等34,558585,442620,000１．事務局費 常任幹事会開催経費等43,122416,878460,000２．会議費 名簿情報メンテナンス等経費6,00054,00060,000３．名簿情報維持管理費 卒業祝賀会費補助0700,000700,000４．卒業祝賀会費 退職者１名▲13,94428,94415,000５．退職者記念品費

23,58676,414100,000６．嵐丘庭維持費 「松涛」「しおり」印刷、発送等　36,5691,263,4311,300,000７．｢松涛」発行費 弔電、生花代等50,000050,000８．慶弔費 支部活動助成（６支部 ＠35,000　首都圏、新潟県 ＠70,000）0350,000350,000９．支部活動助成費 ３大学合同研修会、ＦＣシンポ、新大ＧＰ、農学部フォーラム等169,91980,081250,00010．学文活動助成費 分担金3,000432,038435,03811．全学同窓会負担金費 ＨＰメンテナンス等経費41,0009,00050,00012．ホームページ費 高校訪問、アドミッションフォーラム等45,354224,646270,00013．志願者確保対策助成費 （出前講義旅費助成費） 農学部学生用図書及び閲覧スペースの充実26299,738100,00014．農学部図書室充実助成費 農学部学生の就業力育成のため農学部卒業生による指導・助言18,68331,31750,00015．学生の就業力育成に係る助成費
131,8440131,84416．予備費
589,9534,351,9294,941,882合　　　　計

2018年度新潟大学農学部同窓会 事業会計予算（平成30年５月１日～平成31年４月30日）
2017年度新潟大学農学部同窓会 基金会計報告（平成29年５月１日～平成30年４月30日）（円）１．収入の部 増　減今年度前年度科　　　目

67,90525,589,80925,521,904繰越金
1197804,811,1204,691,340基金収入（入会金）
2523,0302,778利子

187,937 30,403,95930,216,022合　　　　計 　　　（円）２．支出の部 備　　考金　　額科　　　目
4,000,000事業費繰入
4,000,000合　　　　計３．次年度への繰越金　　（円）金　　額科　　　目
30,403,959収入合計
4,000,000支出合計
26,403,959繰　 越　 金
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　酒井学教
授ỏ倉田和

彦助教授に
お声かけを

いただきỏ
新潟大学農

学部農業工学科の助手として赴任し

たのはỏ　年前の昭和　年４月でし

33

61

たỐ宿舎は西大畑宿舎に決まりỏつ

なぎ姿の酒井先生が研究室の学生を

引き連れてỏ引ỳ越しの陣頭指揮を

して下さいましたỐ宿舎には同じ幼

稚園の子ども達が大勢住んでいてỏ

各家庭を行ỳたり来たりỏ夕飯をご

ちそうになỳて帰ỳてくることもあ

りましたỐ西大畑宿舎はỏ古町や本

町ỏ三越などへも近くỏこんな繁華

街の近くに住めるなんて幸せだな

あỏと感激しましたỐớ今の古町の通

行量がこんなに寂しくなるとはỏ思

いもしませんでしたỐỜ

　着任した研究室はủ農業システム

工学研究室Ứの看板を掲げỏ日本で

初めての名称だỏこれからは農業機 械や土木の敷居をなくしてỏ農業の

自動化ỏ無人化ỏシステム化に進む

のですỏと酒井先生は自慢気でしたỐ

　当時の酒井先生や倉田先生はオラ

ンダのワồゲニンゲン農業大学との

交流がありỏ今でいうインタồン

シỽプ学生ớ当時はỏ海外の大学で

３Ỗ６ἃ月の研究生活をして単位を

もらえるỜを毎年のように受け入れ

ていましたỐそのような背景でỏ自

然と私もワồゲニンゲン農業大学と

の交流を進めましたỐ後年ỏ文部省

在外研究員の機会を得て同大学で

　ἃ月の研究生活を送ることがで

10きỏこれが私の国際化の萌芽期とな

りましたỐ
　研究はỏủ助手のうちは国際的・先

進的研究を学びỏ助教授になỳたら

学会の中堅幹部となりỏ教授になỳ

たら途上国の学生の育成と学部の運

営に貢献するỨというのがỏお二人

の信条でしたỐ農業の情報化を目指

すということでỏ農学部で初めて外

付けハồドデỹスクớ　メガバイト
10

でỏなんと　万円Ờを購入してỏデồ

10

タベồスやシミỿレồシἀンの研究

をしましたỐその頃ỏ創設された農

業情報利用研究会が牽引役となりỏ

全国の農家に情報化の波が駆けめぐ るのを目の当たりにしましたỐまたỏ

パソコンの
1
0
0倍の処理スピồド

が出せるというワồクステồシἀン

を購入しỏＡＩや画像処理システム

による自動走行農用車両の開発を始

めましたỐその後は農水省から大塚

雍雄教授も加わりỏ農業施設のフỸ

ジỹ制御ỏ水田の水管理自動化シス

テムỏ近赤外分光分析やＡＩによる

農産物品質の非破壊評価ỏバイオマ

ス産業のシステム化などỏ農業シス

テム工学研究の一端を担うことがで

きましたỐ博士課程への進学者はỏ

中国５名ỏタイ７名ỏ日本８名とな

りỏ先代教授陣が目指した農業の国

際化への貢献も少しは果たせたかな

と思ỳていますỐ
　このような長期間にわたỳて関心

のある研究を続けることができたの

はỏ農学部事務職員の方々の支援や

同僚教員の理解はもちろんのことỏ

研究室の学生が月例検討会で本当に

夜遅くまでデỹスカỽシἀンに付き

合ỳてくれた賜物と感謝しておりま

すỐ　これから少子化の波が襲ỳて来ま

すでしỶうしỏ国公私立大学との受

験生の奪い合いも熾烈を極めるもの

と思われますがỏ農学部や同窓会の

皆様の活躍により新潟大学農学部の

真価を発揮しỏますます発展される

ことを祈念しておりますỐありがと

うございましたỐ

農
学
部
を
去
る
に
あ
た
っ
て

農
学
部
を
去
る
に
あ
た
っ
て

中　野　和　弘　　ớ生産環境科学科Ờ　

農学部での　年間33ありがとうございました

　オồプンキỾンパスを前にした７

月　日ớ日Ờ　尺 　Ỗỏ猛暑の中関２９1330係者　名でỏ農学部の顔であるủ嵐

30

丘庭Ứの草刈りを行いましたỐ

　熱中症に気をつけながら草刈機を

動員し屋外での限界である１時間　
30

分を費やしỏ効率的に作業を進めま

したỐ当日は末吉農学部長ỏ渡辺同

窓会長ỏ大嶋新潟県支部長を始めỏ

竹友会ớ新潟県庁農地部の農学部出

身者の会Ờの皆さんỏ在学生ỏ教員ớ同

窓生Ờからỏ大量の汗を流していた

だきましたỐ
　引き続いて冷房の効いた部屋での

情報交換を行いỏ汗が引いた頃合い

を見計らỳて散会しましたỐộ皆さ

んỏありがとうございましたỐ同窓会事務局

嵐丘庭の草刈りを通しỏ同窓生ỏ学生ỏ教員間の絆を確認しました
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　北海道では九月に胆振東部地震が

発生しỏそれに伴う大規模停電が発

生しましたỐ産業や日常生活が電気

に大きく依存してることを改めて思

い知らされましたỐ

　さてỏ本年で第二十二回目を迎え

る北海道同窓会の総会はỏ十月十三

日ớ土Ờにỏ空知管内長沼町にあるủな

がぬま温泉Ứにて開催となりましたỐ

　開催案内は毎回八十通ほど出して

いますがỏ当日ỏ他の用務がある方

も多くỏ総会出席者は六名でしたỐ

出席できない方からもハガキやメồ

ルなどで近況報告がありỏ総会で紹

介していますỐご厚志も頂きましたỐ

　総会ではỏ明田川会長ớ昭和四十

五年農工Ờの挨拶の後ỏ事業・会計

報告・計画について協議しỏそれぞ

れ承認されましたỐ役員改選ではỏ新会長に五十嵐副会長ớ昭和五十一農学Ờが選任されましたỐ
　総会に続く懇親会ではỏ成田顧問

ớ昭和四

十一農化Ờによ
る乾杯の挨拶の

あとỏ会員の海
外農業指導体験

についての報告

や近況報告等を行いỏ二時間余り語

り合いましたỐその後ỏ二次会ではỏ

新潟の銘酒を飲み比べỏ夜十時過ぎ

まで盛り上がりましたỐ翌日も朝早

くから温泉や朝食で相互交流を深め

ましたỐ
　会員の皆様ỏどうぞご気軽にỏ同

窓会にご出席の程ỏ宜しくお願い致

しますỐ佐藤　誠一ớ昭　農化Ờ60

　平成　年８月　日　平成最後ỏそ

30

21

して記念すべき第１００回の夏の甲

子園決勝戦にỏ本県代表の金足農業

高校が本県代表としては１０３年ぶ

りに進みましたỐ 県民にỏ そして農業

関係者に大きな喜びと力を与えてく

れた彼らに感謝を伝えたい限りですỐ

　この出来事を知ることもない６月

　日ớ土Ờに秋田キỾỽスルホテル

30において総会を開催しましたỐ総会

ではỏ小島会長ớ昭和　年農工Ờの
52

挨拶の後ỏ経過・会計報告ỏ　年度30

事業・予算案について協議し承認さ

れましたỐ
　またỏ　月１日に秋田市内で忘年

12

会を開催しましたỐ例年であればỏ

出席者の仕事やプライベồトの楽し

いエピソồドで大変盛り上がる近況

報告ですがỏ今年はひと味違いまし

たỐどうしてもỏあの夏の出来事に はなが咲きま
すỐこれまで

後ろ向きにな
りがちであỳ

た私たちはỏ
たくさんの笑

顔とỏ大きな
夢を持たせて

もらỳた平成
最後の忘年会

となりまし
たỐ工藤　英明

ớ平７農生Ờ
　福島第一原発事故発生から７年が

過ぎỏ震災復興に向けてỏ廃炉作業

　年の道程はỏ今年も不透明のまま

40ですỐ　２０１８年５月　日ỏủアồトホテ
26

ル新潟駅前Ứでỏ常任幹事会が開催

されましたỐ
　渡辺仁同窓会会長からỏ特にỏ嵐

丘庭の維持ỏ管理をとおして同窓生ỏ

在校生ỏ先生方の交流を深めたことỐ

今後もỏ更に交流の輪を深めていく

との挨拶がありましたỐ

　来賓挨拶としてỏ農学部長・末吉

邦先生からỏ農学部の改組の内容ỏ

ポイント制の人事による農学部の大

いなる人事昇格があỳたことỐ
1学

科制によるコồス選択制にはỏ人気

講座がありỏ成績順で選択されると

いうỐそしてỏ新たにủ日本酒学Ứ

講座の開設などỏ文化や伝統の新潟

大学における農学部の進化の過程へ の講演がありましたỐ

　続いてỏ幹事長・箕口秀夫先生か

らỏủ２０１７年度活動報告Ứが９項

目にわたỳて報告されỏ会計幹事・

森口喜成先生からỏủ事業決算報告

等Ứがありỏ承認されましたỐ併せ

てỏủ２０１８年度活動計画Ứủ事業

予算Ứの提出がありỏ何れも原案通

り承認されましたỐ　

　そしてỏ懇親会でのủ支部活動報

告Ứではỏ今回ỏ司会・進行をされ

ておられましたỏ佐野義孝先生の福

島県支部にお招きしました様子を話

題にすることにしましたỐ

　佐野先生の教え子ỏ女子２名ỏ第

　回円谷祐未さんỏ第　回佐久間悠

62

68

さんの方々が福島県同窓会総会に華

を添えて戴きましたことỐ佐野先生

のお席にはỏ多くの教え子たちがỏ

ủ学生時代の思い出話Ứをみやげにỏ

大いに盛り上がりをみせていたことỐ

今後もỏ益々ỏ活動の輪が広がるこ

とを期待しているところですとỏ結

びましたỐ
　その宴も終わりにỏ佐野義孝先生

の音頭でỏủ農学部学生歌Ứの全員合

唱の段になりỏ突然ỏ事務局の家後

輝雄先生の指名でỏủ農学部学生歌Ứ

をỏオカリナの伴
奏で先導をするこ

とになりましたỐ
　今は昔ỏほとん

ど歌ỳていない歌
唱の世界ỏ夢中で

のひと時でしたỐ
ủ共に謳はむわか

き日をộỨ
　そしてỏその昔ỏ

ứ新潟大学学生歌Ừ

皐秋田県支部皐福島県支部
皐北海道支部
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に想いを馳せましたỐ

　昭和　年６月８日ỏ新潟市公会堂

30

でỏ新潟大学教育学部合唱団の中にỏ

一人混じỳてỏủ新潟大学学生歌Ứの

初演に参加した当時の出来事が蘇

えỳてきましたỐ髙久　英昭ớ昭　農Ờ32

　６月９日 ớ土Ờラウンジ日比谷にお

いてỏ第　回総会を開催しましたỐ

３２
末吉農学部長をお招きして　名が出３７

席Ố金子晃前同窓会長と酒井仙吉先

生ớ東大名誉教授Ờが逝去されたの

で全員で黙祷Ố総会議事ではỏ平成

　年度活動報告ỏ会計報告・監査報

29告・役員人事でỏ金井誠さんớ林Ｓ

　年卒Ờỏ君島悦夫さんớ農Ｓ　年

51

55

卒Ờỏ長谷川友亮さんớ生環Ｈ　年24 卒Ờỏ椙本夏実さんớ生環Ｈ　年卒Ờ４
26

人の幹事就任を承認して頂きましたỐ

　秋田県立大学名誉教授の岩野君夫

さんớ農化Ｓ　卒Ờからủ日本酒の

42

美味しさを探るỨという演題で講演

をして頂きましたỐ清酒醸造の基本

的な造り方ỏ美味しさに関わる化学

成分ỏ美味しさと酒米・酵母・麹菌

との関係等々約　年間に亘る研究成

50

果をお聞きしましたỐ今回は初参加

も多くỏ平成　年代卒の参加者も多

20

く賑やかな懇親会でしたỐ

　７年ぶりに農学部同窓会が幹事学

部となỳてỏ第　回新潟大学首都圏

47

同窓会総会を　月　日ớ日Ờアルカ

11

18

デỹア市ἃ谷で開催しỏ高橋学長・

末吉農学部長・渡辺農学部同窓会長

を来賓としてお招きしỏ　名ớ農学
90

部　名Ờの参加者が集まり盛会でし

31
たỐ朝日酒造ớ株Ờ取締役経営企画

部長の新野義弘さんớ農・Ｈ元年卒Ờ

からủ朝日酒造　品質本位の酒造

りỖ新潟の酒造りとủ久保田Ứの開

発ỖỨという演題で講演をして頂き

ましたỐ朝日酒造の歴史ỏ新潟清酒

の歩みとủ久保田Ứ開発の経緯ỏ新

潟県醸造試験場との関わりỏ日本酒

の製造工程ỏ酒米が大切等々有益な

話を聴きỏ後半ủミニ利き酒セミ

ナồỨと題してỏủ久保田Ứớ千寿と

純米大吟醸Ờの利き酒を行いỏその

違いを体験して頂きましたỐ純米大

吟醸のフルồテỹな香りが印象的で

したỐ懇親会ではỏủ久保田Ứ
2種の

他にỏ萬寿・豊盃・真澄・赤城山な

どの吟醸・大吟醸酒を用意して楽し

んでもらいましたỐ舞さくらさんの

歌ỏ初参加者の話ỏ次回幹事学部の

歯学部代表の挨拶ỏ四季の新潟合唱 の後ỏ農学部最高齢の若桑道男さん

ớ農・Ｓ　年卒Ờの手締めで会を終了Ố

35佐藤　純一ớ昭　農化Ờ47

　新潟県支部長の大嶋ớＳ　・第　58
31

回卒ỜですỐ新潟県支部ではỏ平成

　年１月　日に第７回の新潟県支部

30

27

総会を開催しỏ折からの悪天候ớ毎

年のことですがỜにも拘わらず　名48

の支部会員から参加をいただきまし

たỐ総会では最初に渡辺同窓会長と

末吉農学部長から来賓ご挨拶を頂戴

しỏ支部役員の改選を含む議事を承

認いただいた後ỏ幹事長ớ当時Ờの

箕口先生から恒例の映像を交えた農

学部の近況をご報告いただきまし

たỐ続く懇親会ではỏ年長者を代表

して小林一三さんớＳ　・第６回卒Ờ
33

の乾杯ご発声で開宴となりỏ賑やか

な懇談の後ỏ全員で農学部学生歌を

熱唱しỏ出席者最年少の鈴木一輝さ

んớＨ　・ 第　回卒Ờの中締で盛会

24

60

のうちに散会となりましたỐご出席

いただいた皆様には本紙面をお借り

し心より御礼申し上げますỐなおỏ

新潟県支部会総会は毎年１月の最終

土曜日に開催しておりますỐ引き続

き多くの会員の皆様の出席をお願い

いたしますỐ
　その他の活動ではỏ７月　日に同29

窓生による学
部支援活動の

一環である
ủ嵐丘庭Ứの草

取り活動にỏ
新潟県支部か ら選抜された　

15

名ớ希望者多数
のため調整させ

ていただきまし
たỐỜが参加しỏ

大変な猛暑の
中ỏ農学部の先

生方や学生の皆
さんỏ同窓会事

務局の皆さんと
共にỏ大量の汗

をかきながら大
量の草退治を行

いましたỐ終了
後には同窓会事務局から懇親会を開

催していただきỏ参加者全員で水分

ớアルコồルỜ補給を行いつつ楽しく

お互いの労をねぎらỳたところで

すỐまたỏ　月　日ớ土Ờに開催さ

10

20

れた全学同窓会講演会・交流会では

新潟県支部から　名の参加をいただ

13

きỏ全学部の同窓生が集うなか農学

部同窓会で１テồブルを占めること

ができましたỐこのようなイベント

への参加は大学のお膝元である新潟

県支部ならではの取組でありỏ引き

続きこれらが新潟県支部の活動とし

て定着するようỏ積極的に取り組ん

でいきたいと考えていますỐ
　大嶋　良夫ớ昭　農工Ờ58

　　月　日ỏ本部会長の渡辺仁様を

１１
24

お迎えして定期総会が開催されỏ白

銀の北アルプスを望む松本駅前のホ

テルニỿồステồシἀンに　名が集12

いましたỐ

皐首都圏支部 皐新潟県支部皐長野県支部



　総会終了後は
2名の講師による講

演会がありましたỐ

　最初の講演ではỏủ農学部と同窓会

の現状についてỨ渡辺仁本部会長よ

りお話していただきましたỐ

　新潟大学も含めてỏ日本の各地方

大学は文科省の予算削減により非常

に苦労をしているỐまたỏ入学時同

窓会費不払いの学生も最近は出現し

て来たỐ
　明るい話題としてはỏủ日本酒学Ứ

なる講座が人気でỏ満席状態であるỐ

等Ố　時代の流れと共にỏ大学も変化し

てきていますがỏ学生にとỳてより

良い大学を目指していỳてほしいと

思いますỐ
　次の講演では長野県林業総合セン

タồ増野和彦氏にủ中日韓きのこサ

ミỽト ớ中國慶元Ờ に参加してỨと題

してỏ中国の生産地の状況をスライ

ドで詳しく紹介していただきましたỐ

　スライドを見る限りỏ中国のきの

こ栽培ớ椎茸Ờ歴史は世界一古いがỏ

雑菌の繁殖した椎茸榾木が見られる

等ỏ未だ発展の余地は十分に有りそ

うですỐしかしỏ技術さえ向上すれ

ばỏ直ぐに追い越されてしまいますỐ
農産物の葱や

シỾインマス
カỽトは既に日

本の強力なライ
バルですỐ今や

鉄鋼生産量は日
本の約７Ỗ８

倍ỏリンゴの生
産量は約百倍の

国ですỐ
　今後ともỏお

互いの技術力を高
めてỏ世界の食料

生産に寄与してい
かなければなりま

せんỐ　その後の懇親会
ではỏ県内の最近

の話題で盛り上が
りましたỐ耕作放

棄地増加によるジ

ビエ料理店の増加Ốワイン栽培と醸

造所の開設ブồムỐ農機具の盗難ớ畑

に置くと直ぐに盗まれるỜỐ退職後の

各地域での役員活動等Ố

　最後に農学部の学生歌を元気に歌

いỏ来年も長野市での再会を約束し

て散会しましたỐ参加者が更に増え

ることを願ỳておりますỐ
　桜井　正二ớ昭　農Ờ46

　平成最後の年はイノシシ年です

がỏ近年ỏ各地でイノシシによる被

害が報告されておりỏ富山県でもイ

ノシシの駆除数が毎年前年を上回る

状況でỏ農作物被害が減少する様子

は見えていませんỐ昨年はỏ暗い話

題ばかりではなくỏ明るい話題もあ

りましたỐ富山米の新品種ủ富富富Ứ

が一般消費者向けにデビỿồしまし

たỐ味の方はủうまみとあまみが口

の中でふわりと香るỨとのことで県

内では好評ですỐ
　そんな話題が豊富な富山県では平

成　年７月　日ớ金Ờỏとやま自遊館

30

25

ớ富山市Ờにおいてỏ新潟大学卒業生

が集まりỏ平成　年度支部総会・懇

30

親会を盛大に開催しましたỐ

　当日はỏ農学部生産環境科学科の

中田先生をお招きしたところỏ　名３８

もの方々に出席していただきましたỐ

　総会ではỏ中島清信支部長ớＳ　
47

卒Ờの挨拶と
5月に新潟市で開催さ

れた同窓会総会の報告がありỏその

後ỏ昨年度の活動報告・会計報告が

行われỏそれぞれ承認されましたỐ

　懇親会では初めにỏ中田先生から

現在の農学部の写真等をプロジỻク

タồで紹介しながら大学の近況等に

ついてお話ししていただきました

がỏ事務局の手違いでプロジỻク

タồの準備が遅れてしまい先生には

ご迷惑をおかけしてしまいましたỐ

　次に今年度参加した新入会員２名

ớ県職員で２名とも生還環境科学科

の卒業生Ờの紹介を行ないỏ一人ず

つ自己紹介をしていただきました

がỏ先輩からは励ましや容赦ない質

問攻めがありỏ会場は盛り上がりま

したỐ　最後はỏ毎年恒例のủ農学部学生

歌Ứủ四季の新潟Ứを出席者全員で合

唱しỏ楽しいひとときの終わりにし ましたỐ
　今回の懇親会の中でỏ富山県支部

で新潟大学見学ツアồを開催しては

どうかとの意見がありましたỐいつ

か実現できたらと思ỳていますỐ

中田　有香ớ平　生環Ờ18

　福井県支部ではỏ平成　年　月　3012
14

日ớ金Ờに福井市内で総会を開催し

ましたỐ今年の総会はỏ師走の開催

となỳてしまいỏ出席者は昨年より

少ない　名でしたがỏ落ち着いた雰

11

囲気の中で楽しいひと時を過ごしま

したỐ　総会ではỏ日下会長のあいさつの

後ỏ会計報告と記念撮影を行いỏ懇

親会に移りましたỐ懇親会ではỏ季

刊広報誌ủ六花Ứを用いてỏ新潟大

学が取り組む日本酒学について情報

共有を行いましたỐ

　なおỏ今回の総会でỏ日下会長か

ら小竹新会長にバトンタỽチされま

したỐ今後はỏ小竹新会長の下でỏ

引き続き会員が力を合わせて伝統あ

る福井県支部を盛り上げていきたい

と考えていま
すỐ　今回ỏ残念

ながら参加で
きなかỳた福

井支部の皆さ
まỏ次回はぜ

ひご参加くだ
さいỐ東　正樹　ớ平５林Ờ

― 8 ―

皐富山県支部 皐福井県支部
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ừ会社概要Ử　酒造りの吉乃川株式会社と酵母製造の中越酵母工業株式会社は吉乃川グルồプに属していますỐ　吉乃川は上杉謙信が活躍した戦国時代ỏ天文　年ớ１５４８Ờ創業で17新潟県内の蔵元の中で最古の蔵元で

すỐ醸造の町として知られる長岡市

摂田屋に位置しておりỏ界隈には酒ỏ

味噌ỏ醤油など６つの蔵がありますỐ

　中越酵母工業は昭和　年創立ỏ吉
22

乃川と同じ敷地内に位置しますỐパン

酵母製造を主とし他に清酒・ビồル

などの醸造用酵母ỏ発酵風味調味液

等の製造を行ỳていますỐ ừ吉乃川⽅こだわりの酒造りỬ　吉乃川はứ機械化はしても自動化はしないỪを信条にỏ伝統の技に支えられた手造り大吟醸造りを基本とした酒造りを続けておりỏủ晩酌の酒Ứとして飲み飽きしない酒ỏ毎日飲みたい酒を目指していますỐ　弊社はおいしい酒をリồズナブルに提供したいとの思いでどこよりも早く大型タンク仕込みでの大量かつ安定した酒造りを実現してきましたỐそして酒造りの原料米は全て高品質な新潟県産米にこだわりỏさらに高品質な原料米を求めて２０１６年より農産部を発足させớ現　吉乃川農産株式会社Ờ自社栽培を進めていますỐ仕込み水には蔵の井戸水であるủ天下甘露泉Ứを使用していますỐ東山連峰の雪解け水と雄大な信濃川の伏流水が地下でまざり合ỳたミネラルを適度に含む軟水でỏ酒質を柔らかく端麗な味に仕上げていますỐこのように長い歴史の中で培ỳてきた伝統の味と技を守り続けながらもỏ常に飲む人の思いを大切に酒を醸していますỐ ừ中越酵母工業⽅酵母の純粋培養Ử　酵母製造専門の会社は全国で４社のみでỏ酒蔵のグルồプ会社なのは弊社だけですỐもともと酒造りで酵母を扱ỳていた吉乃川にパン酵母をつくらないかと声が掛かりỏ酵母製造会社が設立されましたỐ　委託培養が主な仕事でỏ特定の菌株を純粋培養によỳてỏ安定した品質の酵母を効率的に大量につくりますỐ最終的には栄養分を洗い流して脱水しỏ生きた酵母の塊をブロỽク状に成形して製品に仕上げていますỐ１日の生産量は製品重量で約　15トンになりますỐ
　この培養技術はもちろん吉乃川の

酒造りにも活かされていますỐぶれ

のない安定した酒質で大量のお酒を

仕込むủ大型仕込みỨを先駆けて実

現できたのはỏこの酵母培養の技術

があỳたからといえますỐ

ừ当グルồプ新潟大学農学部出身者Ử　両社合わせて従業員は１１３人ỏそのうち農学部出身者は５人ớ吉乃川⽅４ỏ中越酵母工業⽅１ỜいますỐ年齢層は　代から　代までỏ製造や2050生産管理・研究ỏ企画ỏ管理職と部

署も様々ですỐまたこのうち１名が

社会人ドクタồとして新潟大学大学

院に在籍していますỐ

　日本酒造り・酵母培養ともに食品・

微生物を扱う仕事のため大学で学ん だことが幅広く役立ỳていますỐま

た新潟大学で日本酒学が発足したこ

とからも今後より連携をとỳていく

事と思いますỐ
ừ最後にỬ　吉乃川はỏ代々の先達から引き継ぎ磨いてきたものを大切に守る一方でỏ変化に応じて新しいチỾレンジを続けてきましたỐだからこそ４７０年もの間造り続けてこれたのだと思いますỐこれからも５００年という大きな節目を迎えられるように両社の技術を合わせ挑戦を重ねỏ皆様に愛されるものをつくỳていきたいと思いますỐ弊社製品に出会う機会がありましたら是非ご賞味くださいỐ

吉
乃
川
グ
ル
ー
プ

吉
乃
川
株
式
会
社
・
中
越
酵
母
工
業
株
式
会
社

坂

井

航
（
平
28
・
応
生
）

瓢亭（酒蔵資料館）

左から畠山明、中川正義、坂井航、木戸隆のみなさん

人物後方は造りの蔵（眞浩蔵、昌和蔵）



　高齢化や生活習慣病ỏ食品アレル

ギồなどが問題視される現在ỏủ食と

健康Ứへの注目が高まỳていますỐ

穀倉地帯でありỏ有数の食品加工地

帯である新潟においてこれらの新た

な課題解決に向けてỏ新潟大学では

各学部連携による新たな食品研究組

織ủ地域連携フồドサイエンスセン

タồỨを組織しỏ研究・教育を展開

していますỐ
　　年前に有志でスタồトしました

15
がỏ教員が所属学部の枠を超えた

バồチỾルな連携を行う組織として

平成　年に全学に正式に認定されỏ

17

現在は農学ỏ医学ỏ歯学ỏ教育学ỏ

工学の各学部ỏまた近隣大学の食品

研究者が加わりỏ計　名のメンバồ
69

で情報を共有しỏ異分野融合研究ỏ

地域貢献ỏ教育活動を行ỳています

ớセンタồ長　農学部教授　西海理

之ỜỐ　次にỏセンタồの代表的な研究教

育活動をご紹介いたしますỐ

１　米の高度加工利用及び　　

機能性の研究

　新潟大学の農学系分野にはỏ米の

育種・遺伝ỏ作物ỏ機能性ỏ加工・

利用ỏ経済ỏ土地利用など米に関連

する教員が約　％を占めỏ研究・教

25

育を行ỳていますỐ農学系ỏ医学系ỏ 工学系で米タンパク質の共同研究が

展開されていますỐさらに新潟県内

には世界トỽプクラスの米に関する

研究機関や技術・知見が集積してい

ますỐこれらセンタồ及び関連研究

者・機関が連携しỏ新たなủ食Ứ研

究を推進しỏ米の健康機能ớ生活習

慣病予防作用などỜỏ米の高度利用技

術ớ高圧処理などỜなどの研究を展

開していますỐ
　２　災害食の研究

　中越地震を契機にỏ災害時の食の

課題に注目しỏ研究を開始した結果ỏ

従来のủ非常食Ứớ長期保存ỏ大量備

蓄の機能Ờのみではỏ被災地での多

様な被災者ớ乳幼児ỏ高齢者ỏ食品

アレルギồỏ栄養制限ỏ復興支援者ỏ

救難者等Ờには対応しきれない状況

が浮き彫りとなりましたỐそこで多

様な被災者を想定した食事をủ災害

食Ứと定義しỏ新たな備えの拡大を

図ỳておりますỐ当センタồの研究

を契機に全国規模のủ日本災害食学

会Ứを設立しớ事務局⽅東京Ờỏ２０

１５年にủ日本災害食認証制度Ứを

開始いたしましたỐ現在ỏ全国で約

１２０食品が認証されỏ東京都等の

入札基準に用いられるなどỏủ災害に

備えた新たな食の備えỨの推進に活

用されていますỐこの研究や学会運 営ỏ災害食
の製造・普

及ỏ備えの
推進などに

は農学部卒
業生の皆様

のご協力を
いただいておりỏ新潟発の研究・開

発として産学官連携で展開していま

すỐ　３　高圧食品加工技術の研究

　食品への高圧処理が提唱された当

初からỏ新潟大学は食肉の物性に及

ぼす高圧処理の影響についての基

礎・応用研究を進めて参りましたỐ

これら高圧食品加工技術に関する学

術的知見の蓄積を基礎にỏ産学官連

携で巨大プロジỻクトủＪＳＴ地域

結集型研究開発プログラム⽅食の高

付加価値化に資する基盤技術の開

発Ứớ平成　Ỗ　年Ờも実施させてい

20

25

ただきỏ多くの成果が得られましたỐ

現在は日本の超高齢者社会にも対応

できるような新たな機能を持ỳた食

品ỏ例えばỏ咀嚼や嚥下能力の弱ỳ

た人でも食べやすい食品や高齢者の

健康保持に貢献できるような食品な

どの開発に向けた高圧食品加工技術

の実用化等を目指しỏ研究をしてい

ますỐ４　大学生のための食育セミナồ

ớ教育活動Ờ

　センタồの多様な食品研究を学生

教育に生かしỏ全学部の学生を対象

にỏủ新潟の食の魅力を知りỏ健康栄

養力を向上させる学生向け食育シ リồズセミナồ事業Ứとしてỏ食事

の重要性ỏ旬の食材ỏ食の魅力ỏ新

潟の地域食品産業の魅力等に関する

セミナồを開催していますỐテồマ

としてỏけんさ焼きỏ笹団子ỏ新潟

朝ごはんỏ和食ỏ自炊ỏ介護食など

を各回で取り上げỏ食品企業ỏ旅館

組合ỏ大学生協等との連携によりỏ

試食も実施Ố学生に健康栄養の重要性とỏủ食の新潟Ứ
といわれる新潟の魅力を深めさせる活動を実施していますỐ

　この他にもỏ歯学部と農学部を中

心としたủ高齢化社会に対応した食

品の基礎研究及び食品開発Ứ等々の

多様な研究活動を行いỏ食と健康の

課題の解決に向けỏまた美味しい食

品ỏ特徴を持ỳた食品の開発を目指

しておりますỐ
　これらの展開はỏ新潟県ỏ新潟市

をはじめỏ国ỏ自治体ỏ民間企業等

との産学官連携により進めさせてい

ただいておりますỐ特にỏ多くの農

学部卒業生の皆様からのご支援ỏご

協力をいただいておりますỐ誌面を

借りて御礼申し上げますỐ

ớセンタồ事務局／　　　　
農学部教授　藤村忍Ờ ― 10 ―
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①　近況報告
　私はỏ卒業後直ちに群馬に帰り農

業後継者として親元就農しましたỐ

その後ỏớ社Ờ国際農友会の主催する

派米農業実習事業に応募し一年間カ

リフỼルニア州の農場にフỸồムス

テイしましたỐ帰国後ỏ親の事業を

継承して現在も肉牛・米麦・白菜・

キỾベツを作目とす

る資源循環型の複合

経営をしておりま

すỐ長男が就農しそ

の後次男の就農を機

に平成二十八年に法

人化しましたỐそし

て今ỏ国の畜産クラ

スタồ事業を活用し

て肉牛を増頭して規

模拡大中ですỐ

　もち米育ちのứ五穀和牛Ừのブラ

ンドで販売していますỐ

②　趣味ỏまたは熱中していること

　３Ｒの精神で循環型社会構築の実

践としてヤフオクでの掘り出し物の

購入にはまỳていますỐ未だ駆け出

しですがỏ中毒にならないように気

をつけようとしていますỐ

③　最近ỏ感動したこと

　今年長女がỏ成人式を迎えますがỏ

振袖をまとỳた前撮りをした際の娘

の変わり様と写真を見て実感する若

いつもりでいた夫婦の変わり様Ố

④　同窓生・在学生の皆さんへ
　同窓生の皆さん中には農業に従事

されている方も少なくないと思いま

すがỏ各地で活躍されている皆さん

と情報交換できる機会があれば有り

難いと思ỳておりますỐ

　大学時代ỏ野球部に所属しそれな

りに厳しい練習に日々汗を流してỏ

その中で集中力と決めたことはやり

抜く精神力を養えたと思いますỐ若

い在学生の皆さんにはỏ何事にも怯

むことなくチỾレンジ精神をもỳて

多くの経験をしてもらいたいと思い

ますỐ⑤　次回の執筆者の紹介

　次回は農学科の同級生で同じく野

球部に所属しỏ高校時代甲子園出場

を果たした遠藤昌文君を紹介しま

すỐ遠藤君はỏ新潟県教員として勤

務後ỏ現在県内で農業に従事する努

力家ですỐ
①　近況報告

　憧れの一人暮らしỏ沢山の良き仲

間に巡り逢えた新潟大学五十嵐キỾ ンパスを後にしてからỏもう　年が20

過ぎようとしていますỐ時の経つの

は早いですねỏ記事を書きながら一

人ỏ感慨にふけỳていますỐご挨拶

が遅れましたỏ旧姓北野ですỐ

　前置きが長くなりましたがỏ現在ỏ

富山県庁の土木部に所属しておりま

すỐこれまでに道路や河川ỏさらに

は港湾などの土木分野に携わらせて

いただいておりỏ時には小学生に土

木を学ぶ教室で講師もしていますỐ

土木施設の重要さを幅広い年代の方

に分かりやすく伝えたいと思ỳてい

ますỐ②　趣味ỏまたは熱中していること

　昨年執筆をお願いされた同期の布

野隆之君と被りますがỏ育児でしỶ

うかỐ息子は現在小学４年生ですがỏ

サỽカồをしていますỐớ親は野球を

してほしかỳたỜその試合を見に行

くたびにハラハラドキドキしていま

すỐ後は料理でしỶうかỐ嫁の助け

になればと思い何気なく始めた料理

ですがỏ準備や手際の良さが必要に

なることに加えỏその時間あらゆる

感覚を研ぎ澄ますことが要求され奥

が深いですỐ同じ職場の先輩である

生環ＯＢ勝山さんの料理の腕前には

遠く及びませんがỐ
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ペン
リレー小澤康弘ớ昭　農Ờ　60

皆さんお元気ですか西嶋 ớ北野Ờ 雅人ớ平　生環Ờ　11

環境に優しい資源循環型農業を目指して
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③　最近ỏ感動したこと

　感動というか驚いたこ

とをỐつい先日　月初旬12
になりますがỏ新潟に出

張する機会がありまし

たỐ万代バスタồミナル

に着いてỏ昼食をとるた

めに伊勢丹近くを歩いて

いると何やら工事の規制

をしていましたỐその内

容はộ　レインボồタワồの撤去工

事でしたỐ新潟大学の受験前日に万

代の街を歩いてỏủうわồ都会だỨと

一人浮かれていたのですがỏ見上げ

たその先にỏ新潟の象徴・七色のレ

インボồタワồがありましたỐ今で

もその堂々たる姿が目に焼き付いて

いますỐ老朽化により撤去されたと

のことですがỏ時代の移り変わりを

肌で感じましたỐ
④　同窓生・在学生の皆さんへ

　在学生の皆さんへỐ勉強も大事で

すがỏ長い人生の中ỏこれだけ自分

の意志で自由に動ける時間はありま

せんのでỏ有意義な時間を過ごして

くださいỐ
　同窓生の皆さんへỐお元気にして

おりますでしỶうかỐ平成も終わりỏ

また新しい時代の幕が開けますỐこ れをきỳかけに新潟に集まり同窓会

でもして昔話でもしませんかỐ

⑤　次回の執筆者の紹介

　大学を卒業した後ỏ富山に嫁いで

こられ現在も仲良くさせていただい

ているỏＨ　年農生卒の篠原ớ旧姓

11

石山Ờ美智子さんにお願いしていま

すỐ　平成　年３月の大学卒業後は福島

13

県庁へ就職しỏ農業技術の指導や補

助事業ỏ放射性物質の分析と様々な

業務を経験させてもらいỏ現在は福

島県農産物流通課で県産米の販売を 推進する仕事を行ỳていますỐ

　福島県はỏ震災前全国第４位の生

産量を誇る米どころでしたがỏ原発

事故の風評から未だに福島の米だか

らと言う理由で敬遠される話も聞き

ますỐまずは米の品質なりỏ商品と

しての力で勝負することができるよ

うỏ正しく情報を伝えỏその美味し

さを分かỳてもらうことが自分の使

命だと思ỳていますỐ

　お祭り等の消費者向けのイベント

だけでなくỏ量販店と協力した販売

フỻアの開催ỏお米屋さんへの直接

営業などỏある意味行政の枠を超え

た形で仕事をさせてもらỳておりỏ 出張の度に生産と販売両方の大切さ

を痛感していますỐ

　平日は子供が寝た後の帰宅になる

のでỏプライベồトでは休日の家族

団らんが何よりの楽しみですỐ子供

に相手をしてもらえるうちが花！今

年の冬も家族でスキồと温泉三昧を

予定しています！
　最後ですがỏ福島県オリジナルの

お米ủ天のつぶỨỐしỳかりした食感

でỏ冷めても美味しいお米ですỐ見

かけましたら是非一度手に取ỳてい

ただけると幸いですỐ

・次回の執筆者の紹介

　現在福島県庁に勤務されている先

輩の木幡和宏さんにお願いしましたỐ

①　近況報告
　新潟市内にあるủデビフペỽト株

式会社Ứに勤務していますỐ弊社は

昭和　年に創業したペỽトフồドの

56

メồカồですỐ犬用缶詰ỏ犬用スナỽ

クỏ猫用缶詰ỏ猫用スナỽクの販売

をしており食品用素材を使用しỏ新

赤塚康雄ớ平　農生Ờ　13 福島の米を売ỳています！
馬場達也ớ平　応生Ờ　20 新潟市で頑張ỳていますỐ

時代の移り変わりを感じますね。
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潟の自社工場で製造しており

ますỐ私は商品開発部に所属

しておりỏ商品設計・試作等

の業務を行ỳておりỏ県外へ

の転勤に怯えながらớ笑Ờỏ

忙しく充実した毎日を送ỳて

いますỐ②　熱中していること

　最近は趣味で料理をしてい

ますỐ子どもが小さいのであ

まり外食にも行けないのでỏ家でご

飯を作ることがほとんどですỐです

のでỏ家族で近所のスồパồで週末

にまとめて買い物をしますỐ最近ỏ

電気圧力鍋を購入しましたỐ時間の

かかる煮物料理などいろいろなもの

が作れるようになりますỐレパồト

リồが増えそうでỏ今から楽しみに

していますỐ
③　感動したこと

　子どもが２歳になりỏしỴべる言

葉が増えてきてỏお父さんと呼ばれ

たときはとても驚きましたỐ家中を

走り回ỳて子どもの面倒を見るのは

とても大変ですがỏ子どもは成長が

早くỏ感動の毎日ですỐ

④　大学ỏ同窓会の皆さんへ

　農学部応用生物学科の同期の仲間

とは今でもときどき集まỳて飲んだ りỏ旅行に行ỳたりすることもあり

ますỐ仕事が忙しくて大変でもỏ同

期の仲間がいることが毎日の励みに

なることもありますのでỏとてもあ

りがたみを感じますỐ

⑤　次回の執筆者の紹介

　同じ畜産製造学研究室の後輩であ

る太刀川くんにお願いしましたỐ

①　近況報告
　平成　年に新潟県の林業職員とし

22

て採用後ỏ糸魚川x県庁x津川と３

場所目の職場で社会人９年目が終わ

ろうとしていますỐ糸魚川Ỗ県庁で はỏ森林管理や森林病害虫対策等に

携わりましてỐ津川に異動後はỏ治

山事業に携わỳておりỏ荒廃森林の

復旧に向けỏ奮闘中ですỐ

　なぜ山崩れが起こるのかỏどのよ

うな対策が有効で経済的かộỐ経験

が浅くỏわからないことが多いです

がỏ職場の方に助けていただきなが

ら日々勉強中ですỐ

②　趣味や熱中していること

　旅行ỏランニングỏスノồボồド

が趣味ですỐランニングは就職後ỏ

職場の方から誘われたのをきỳかけ

にỏ毎年白根や新潟市ỏ五泉市のマ

ラソンに出場していますỐタイムは

練習不足と体重の増加等の要因によ

り伸び悩んでいますがỏ走りきỳた

後の達成感が忘れられずỏ気付いた

らフルマラソンにエントリồしてい

る自分がいますỐ
③　最近ỏ感動したこと

　就職５年目で結婚しましてỏ　月12

に長男が誕生しましたỐ出産は１日

がかりの過酷なものでしたがỏ奥さ

んの頑張りもあり健康な子が生まれ

ましたỐ出産に立会いましたがỏ誕

生の瞬間は感動して涙が出ましたỐ

　退院後は毎日実家に会いに行ỳて

いますỐ

④　学生の皆さんへ

　就職後は仕事に大半の時間を費や

すことになりますỐ一方でỏ学生時

代にはỏ自由な時間がたくさんあり

ますỐ　その強みを活かしỏ将来自分が社

会に出てどのように活躍したいの

かỏそのためには今ỏ何をすべきな

のかộỐ
　あまりある時間を使ỳて考えỏ行

動してみることが大切だと感じますỐ

⑤　次回の執筆者の紹介

　斎藤敬吾さんですỐ学部時代の同

期でỏ現在は株式会社日立物流で活

躍されていますỐよろしくお願いし

ますỐ

相澤賢太郎ớ平　生環Ờ　22 卒業からはや９年



　２０１８年９月　日ớ土Ờにỏ第
15

　回農学部フỼồラム／第９回 新

23潟大学・刈羽村先端農業バイオ研究

センタồフỼồラムớ主催⽅新潟大

学農学部ỏ新潟大学・刈羽村先端農

業バイオ研究センタồỏ後援⽅新潟

県ỏ新潟大学農学部同窓会Ờを新潟

大学農学部大講義室において実施し

ましたỐフỼồラム開催に先立ちỏ

髙橋姿学長および品田宏夫刈羽村村

長からご挨拶がありỏ農学部の中野

和弘教授の司会により講演会が進め

られましたỐ
　今回はỏủ農山村地域の未来を考え

るỔ今すべきことはなにかỔỨと

題しỏまず北海道大学大学院の中村

太士教授からỏ基調講演ủ人口減少

と気候変動に地域はどう立ち向かう

か？Ứがありỏ現在維持している社

会基盤を将来どのように維持管理し

ていくかという視点でỏグレイイン

フラからグリồンインフラへの転換

を模索する最先端の取り組み等につ

いてỏ報告がありましたỐそれに続きỏ本学農学部の関島恒夫教授からủ認証制度を土台 にした順応的なトキの生息地管理は

実現できるか？Ứỏ望月翔太助教から

はủ人と野生動物が共存する里地里

山の継承Ổ獣害対策で地域を元気に

するỔỨỏさらに坂田寧代准教授から

はủ中山間地域における地域コミỿ

ニテỹの振興Ổ長岡市山古志地区

を事例としてỔỨと題した報告があ

りましたỐ各講演の後には多くの質

疑応答や意見交換が行われỏ活発な

フỼồラムとなりましたỐ

　本フỼồラムについてはỏ一般市

民ỏ大学生・高校生ỏ農業関係者ỏ

行政担当者からの関心が強くỏ山古

志地区や刈羽村からの　名はじめỏ
44

　名の参加者がありỏ大変有意義な

85講演会となりましたỐ

　最後にỏ末吉農学部長から閉会の

挨拶がありỏ講師の方々ỏ髙橋学長ỏ

品田村長ỏフỼồラムへの参加者へ

のお礼とともにỏ農学部とＫＡＡＢ

に対しủ今回のフỼồラムでỏ農学

はứ食料・生命・環境を支える総合

科学Ừであることを再認識できたỐ

今後も魅力的な取組を学内外に発信

していただきたいỐỨと述べられまし

たỐご協力ỏご参加くださỳた皆様

に心から感謝申し上げますỐ なおỏ

本フỼồラムは新潟大学農学部同窓

会から多大な支援をいただきました

ことを記してỏここに感謝申し上げ

ますỐớ文責　運営委員　中野和弘Ờ

第
23
回 

農
学
部
フ
ォ
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ラ
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回 
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井　
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明
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参加者人数場所日時受入れ，派遣イベントの名称 学生１名（スパイスの機能を学びその効果的利用法についての考察）スリランカ・ペラデニア大学４月１日－２月28日派遣トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ日本代表プログラム（文科省） 保護者：約130名　教職員：15名朱鷺メッセ４月３日——保護者懇談会（国際交流紹介） 上海大学経済学院（副院長　聶永有教授）ほか約30名農学部４月13日受入れ農学部国際交流第１回ＦＤ 学生、教員約50名農学部５月９日——留学ガイダンス 米国ジョージア大学（Woo Kyun Kim教授）ほか約30名農学部６月６日受入れ農学部国際交流第２回ＦＤ 保護者：約70名　教職員：約10名農学部６月30日——農学部後援会総会（国際交流紹介） 中国東北農業大学 張教授ほか５名農学部８月１日受入れＪＩＣＡプロジェクト アンカラ大学、エーゲ大学、学生18名新潟大学・福島大学８月19日－９月１日受入れ大学の世界展開力強化事業（短期学生受入） 教員３名、学生10名（新潟大学）学生６名（福島大学）アンカラ大学、エーゲ大学９月３日－９月16日派遣大学の世界展開力強化事業（短期学生派遣） 教員３名　学生２名アンカラ大学、中東工科大学９月３日－９月16日派遣大学の世界展開力強化事業（短期学生派遣） アンカラ大学、中東工科大学より７名（31年２月より１名）新潟大学随時受入れ大学の世界展開力強化事業（中長期学生受け入れ） 学生３名アンカラ大学、エーゲ大学随時派遣大学の世界展開力強化事業（中長期学生派遣） 学部生６名、教員１名ウスリークス９月３日－９月12日派遣ロシアサマースクール フランス、ドイツ、スペインなど国内外からの参加96名の参加者新潟大学９月27日受入れＫＡＡＢ国際シンポジウム 教職員４名新潟大学10月15日受入れペラデニア大学からの表敬訪問と交流計画打ち合わせ 学生40名、教員６名プトラマレーシア大学11月２日－11月16日派遣プトラマレーシア大学スタディーツアー 学生41名、教員10名クアラルンプール11月13日－11月15日派遣新潟大学農学部・プトラマレーシア大学ジョイントシンポ 学生等53人　教職員22人生協第一食堂12月６日受入れ留学生と指導教員の懇親会 ロシア人博士学生１名　学部生６名ウスリークス３月11日－月21日派遣ロシアスプリングスクール 教員１名　学部生５名キャンディ３月14日－３月23日派遣ペラデニア大学スタディーツアー

2018年度新潟大学農学部国際交流実績および予定
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　　年度の農学部の国際交流ではỏ

30
刈羽村先端農業バイオ研究センタồ

ớＫＡＡＢỜ国際シンポジウムỏＪＩ

ＣＡプロジỻクトなど海外の研究者

との交流も盛んですがỏマレồシア

プトラ大学ớＵＰＭỜと本農学部が

協力してỏ第
6回の農学部国際シン

ポジウムを　月　日Ỗ　日にマレồ

11

13

15

シアで開催しましたỐ農学部からはỏ

約　名の学生および教員が参加し研

50
究成果を発表しỏ成功裏に実施する

ことができましたỐプレシンポジウ

ム企画としてỏ学生のスタデỹồツ

アồを　月２日Ỗ　日まで実施しỏ

11

12

学生は文化交流も含め多くのことを

学びましたỐこのほかỏ文部科学省

のトビタテ！留学ＪＡＰＡＮ日本代

表プログラムを利用しỏスリランカ・

ペラデニア大学へ１年間留学中の学

生やủ大学の世界展開力強化事業Ứ

を利用しỏトルコの大学へ留学中の

学生などỏ中長期で留学する学生が

いますỐまたỏ農学部独自のロシア

サマồスクồルなどで学生の派遣を

実施するなどỏủ国際的な視野を持つ

人材の養成Ứができるようにỏ学生

に魅力的な履修プログラム提供に努 めていますỐ最後になりましたがỏ

農学部国際シンポの一部の企画はỏ

農学部同窓会より文化活動支援経費

を受け実施しましたỐこの紙面をお

借りしてお礼を申し上げますỐ

農
学
部
に
お
け
る
国
際
交
流
に
つ
い
て

農
学
部
国
際
交
流
委
員
会
委
員
長　

岡　

崎　

桂　

一

マレーシアスタディーツアーおよび農学部国際シンポジウム日程内　　　　　　容日程 マレーシア到着、キャンパスツアー 　１日目 養蜂農園見学、はちみつソープ作成実習、ラボツアー（組織培養研究室、植物微生物）２日目 プトラジャヤ（モスク見学）３日目 ダチョウ農園見学、マレーシア伝統の遊び体験 　４日目 マラッカ景観保護区散策 　５日目 有機農業の講義と実習、チョコレート工場見学、マレーシア伝統菓子調理実習６日目 クアラルンプール観光（博物館見学等）７日目 ライスセンター見学、田んぼ散策８日目 稲の手植え、フィッシュキャッチング、マレーシア伝統料理作製、伝統的脱穀法体験、凧づくり体験、マレーシア伝統ダンス見学・体験９日目 伝統菓子工場見学、シンポジウム準備10日目 国際シンポジウム、 懇親会11日目 国際シンポジウム12日目 エクスカーション（フルーツ農園見学、インド寺院見学、お別れ会）13日目



　平成　年
5月　日ớ土Ờỏアồトホ

30

26

テル新潟駅前においてỏ例年のよう

に常任幹事会が開催されましたỐ

　末吉農学部長をお迎えしỏ一年ぶ

りに元気な各県支部長の御顔が揃い

ましたỐ更にỏ各職域から選出され

た常任幹事　名の顔ぶれも揃いまし

24

たỐ　例年のように活動報告・活動計画

が提案されỏ承認されましたỐ

　またỏ本常任幹事会を最後に退任

される箕口幹事長からỏ学部の動向

等の説明がありましたỐ

　引続いてỏ幹事長の後任人事が諮

られỏ杉山稔恵氏ớ畜産⽅ 　回卒Ờ37

を次期幹事長に指名しましたỐ

　平成　年度か29
ら農学部の助教

に着任しました
金古 堅太郎で

すỐよろしくお

ねがいしますỐ
　私は生まれが福島県であります

がỏ平成　年 農学部応用生物化学科

14

に入学した新潟大学の卒業生でもあ

りますỐ研究室に配属され学位を取

得までỏまた現在に至るまで三ツ井

敏明教授のもとでỏ研究を続けてい

ますỐ研究テồマはủイネのプラス

チド局在型糖タンパク質の糖鎖構造

とメカニズムỨỏủ高温登熟により発

生する白濁米発生メカニズムとその

抑制技術Ứを行ỳておりỏ質量分析

装置を用いたプロテオミクス解析を

主な手法にしていますỐ　またỏ近年

はＫＡＡＢớ新潟大学・刈羽村先端

農業バイオ研究センタồỜの運営に

関わるようになりましたỐＫＡＡＢ には高性能温室が
8基とＰ
2Ｐレベ

ルの炭酸ガス制御可能人工光温室
2

基が備わỳておりỏ我々の研究テồ

マである前述白濁米発生メカニズム

解明のための研究や次世代の高温・

高炭酸ガス耐性イネの開発に活用し

ていますỐそこではỏ植物・生物を

扱う研究を行う一方でỏＫＡＡＢの

温室群などの研究設備の保守・点検ỏ

機械の整備なども私の仕事となỳて

いますỐ
　私はỏイネを扱うため田んぼ仕事

も質量分析装置といỳた最新の分析

装置ỏ高性能温室の保守・整備など

できるといỳた
2つの能力を生かし

てỏ高温登熟白濁米の解明ỏ高温・

高炭酸ガス環境耐性イネの開発を進

めていきたいと思いますỐ
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新潟大学農学部常任幹事会が開催されました
学
部
だ
よ
り

学
部
だ
よ
り

応用生命科学プログラム
助教　金古堅太郎ớ平　年応生Ờ18権　田　豊　ớ農学部教授Ờ

山本仁志先生を偲んで

　山本仁志先生がỏ平成　年　月に
30

10

ご逝去なさいましたỐ

　山本先生はỏ昭和　年に農学部林
39

学科をご卒業された後にỏ助手とし

て農学部にご着任されましたỐ平成

９年に東京大学で博士号を取得後ỏ

平成　年に助教授ỏ平成　年に教授

10

11

にご昇進されỏ平成　年に退職され
18

るまでỏ約　年間の長きにわたり本

40

学にご奉職されましたỐ

　山本先生のご専門はỏ森林利用学

でỏ森林の利用や林業活動の活性化

するために不可欠な林道を研究対象

とされてきましたỐ昭和　年に発足
30

した佐渡演習林ớ現フỹồルド科学

教育研究センタồ佐渡ステồシἀ

ンỜの約　娃の林道網の設計に尽力15されただけでなくỏ林道完成後はỏ

新しい路体構造の効果の研究ỏ林道

ののり面の崩壊土量の推定ỏのり面

の保護工の研究ỏ路面の凹凸の発生

メカニズムの研究などỏ林道路面の

特性とその評価法に関して研究を手

がけられてきましたỐ

　山本先生の研究の中で特徴的だỳ

たのはỏ研究に必要な計測装置を山

本先生が自力で開発されている点で

すỐ学生時代からの趣味であるアマ

チỿア無線で培ỳた電子工作の技術

を応用してỏ赤外線を利用した土壌

水分計ỏ加速度計と台車を組み合わ

せた路面の凹凸計測装置ỏ路面から

の排水量を計測するための大型の転

倒マス式流量計ỏ遠隔地からカメラ

のシỾỽタồを切る装置などỏ画期

的な装置を開発されていますỐ山本

先生のご専門の林道からは少し外れ

ているのですがỏ野兎追尾装置には

驚かされましたỐこれはỏ兎の首に

つけた小型の無線発信器の電波をグ
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リỽド状に張り巡らされたアンテナ

群を利用して捕捉することによりỏ

ウサギの行動をリアルタイムで追尾

する装置ですỐ村松農場の野兎実験

場に設置された装置を見せてもらỳ

たときにはỏ山本先生の技術力の高

さとそれを応用するセンスに脱帽し

たのを覚えていますỐ

　山本先生はご退職後ỏ　年以上に
10

わたり農学部同窓会の副会長や新潟

県農林水産部・農地部 総合評価方式

アドバイザồを務められる傍らでỏ

おもちỴ病院新潟のドクタồとして

のボランテỹア活動に取り組まれỏ

ご夫婦で充実した生活を過ごされて

いたそうですỐ
　山本先生にはỏ私が新潟大学着任

以来　年間ỏ公私にわたỳてお世話

20

になりましたỐ先生からいただいた

恩に深く感謝しỏ心よりご冥福をお

祈り申し上げますỐ合掌Ố

　石田一夫先生がỏ平成　年１月　30
19

日ご逝去されましたỐ享年　歳でし89

たỐ　石田先生はỏ新潟大学在職中にはỏ 農学部長としてỏ農学教育の進展・

改革に取り組まれỏ農学部の発展に

貢献されるとともにỏ大学院ではỏ

新潟大学自然科学研究科長としてỏ

特にỏ学生の研究能力の向上に力を

注がれỏ社会で活躍できる有為な卒

業生および修了生を多数輩出されま

したỐなおỏ新潟大学を定年退官後

はỏ放送大学新潟学習センタồの初

代の所長としてỏ生涯学習に意欲の

ある社会人の方々を指導されましたỐ

　一方家畜管理学研究室においてỏ

石田先生はỏ家畜や家禽の体を構成

する各種の器官・組織・細胞の機能

形態学的な研究に学生と共に取り組

みỏその成果を９編の著書と２９３

編の原著論文としてまとめられてい

ますỐ特にỏ哺乳動物の卵子や初期

胚の組織化学的研究ではỏ世界の先

駆者であるとともにỏ第一人者でも

ありỏその研究成果は国の内外で高

く評価されていますỐ先生のこのよ

うな研究功績によりỏ我が国の家畜

繁殖学分野で最も権威ある島村賞を

受賞されていますỐまた先生はỏ新

潟大学に在職中にỏいくつもの学会

を大会長として開催しỏ家畜繁殖学

や卵子研究の分野の発展にも大きく

貢献されましたỐさらに先生はỏ教

育者として学生には厳しかỳた一

方ỏ何よりも学生と一緒にお酒を飲

むのが好きでỏ新潟大学在職中に先 生と一緒にお酒を飲まれた卒業生も

多いことと思われますỐこのような

厳しくもありỏまたỏ人間味あふれ

る石田先生にもうお会いできないこ

とはỏ大変さびしくỏまたỏ残念で

なりませんỐ
　石田先生のご指導を受けたすべて

の卒業生と共にỏ先生のお元気な時

のお顔を思い浮かべỏこれまでの親

身なご指導とたくさんの思い出に感

謝申し上げますとともにỏ先生のご

冥福を心よりお祈り申し上げますỐ

ゆỳくり休んでくださいỐ

　なお石田先生にはỏ平成　年
1月30

　日付でỏ従四位瑞宝中綬章が授与

19されましたỐ　合掌

　山本興三郎先生ớ元新潟大学教授

家畜育種学Ờはỏ平成　年１月　日
30

18

に亡くなられましたỐ享年　歳でし93

たỐ　先生は昭和　年３月に九州大学農

27

学部畜産科を卒業後ỏ東京大学大学

院進学ỏ東京大学助手を経てỏ昭和

　年　月に本学農学部に講師として

34１１

着任されましたỐ以来ỏ助教授ỏ教

授を歴任され平成４年３月に定年退

職されるまでの　年間ỏ先生は熱意

32

をもỳて学部学生および大学院学生

の教育・研究指導にあたられỏ多く

の有為な人材を社会に送りだされま

したỐまた本学馬術部の創立および

発展に顧問として長きにわたỳて力

を尽くされỏ全国大会に出場する選

手を輩出しましたỐ学会活動におい

ても日本家禽学会の開催の大会委員

長や畜産学会北陸支部長を務められỏ

学会の発展に大きく貢献されましたỐ

　研究面においてはỏ鶏の卵黄前駆

物質ớビテリンỜ産生に関する育種

学的研究ỏ鶏の血液型に関する研究ỏ

そして繁殖学の河野先生との共同で

鶏の産卵生理・繁殖生理に関する研

究に数多くの優れた研究業績を挙げ

られましたỐとくにỏ着任から５か

年かけて系統造成中の雛を昭和　年39

の新潟地震で飼料補給できずに淘汰

しざるを得ない失意の中ỏ再興して

のủエストロゲン投与雛の血清ビテ

リン生産における感受性に関する研

究Ứは高く評価されỏ東京大学から

農学博士の学位を授与されỏớ財Ờ後

藤学術報恩会の後藤養鶏学術奨励賞

を受賞されましたỐ

　先生は温厚ỏ誠実で会話好きの方

でỏお会いすることを楽しみにして

いる方も数多くおられたと思いますỐ

新 村 末 雄　ớ元農学部長Ờ
ớ昭　院農Ờ52

石田一夫先生を偲んで

樋 浦 善 敬　ớ元農学部教員Ờ
ớ昭　年農Ờ42

山本興三郎先生を
　　　　　　偲んで



近年ỏ河渡の旧校舎で学んだ教室卒

業生の集いủ河渡会Ứやủ馬術部　５０

周年記念祝賀会Ứに出席されるなど

元気な様子でしたỐこの度の訃報は

あまりにも急で残念でなりませんỐ

在りし日の先生の面影を偲びつつỏ

ご冥福を心よりお祈りいたしますỐ
　　合掌

　福岡浩先生におかれましてはỏ平

成　年６月５日ỏ渡航先のブồタン

30
王国にて客死されましたỐ　歳の若57

さでしたỐ
　先生はỏ平成５年から約　年間に20

わたり京都大学防災研究所にて奉職

された後ỏ平成　年に新潟大学災害・

26

復興科学研究所の教授に着任されま

したỐ平成　年には農学部の担当に

29

もなられỏ今年度までに４名の農学

部学生に卒論指導をされていましたỐ

　先生のご専門は地すべり学でỏ主

に高速長距離運動地すべりの発生運

動機構および監視ỏ早期警戒避難に

取り組んでこられましたỐ現地調査

にも精力的に出かけられỏ広島や九 州北部の豪雨災害ỏ熊本地震による

土砂災害など国内はもとよりỏ中国ỏ

ペルồỏクロアチアỏマレồシアỏ

ベトナムなど世界各地でも活躍され

ていましたỐまたỏ新潟大学着任後

ではủ大学の世界展開力強化事業Ứ

にもご尽力されỏトルコをはじめと

した諸外国の防災分野の人材育成を

積極的に進められていましたỐ

　これから日本の地すべり学を牽引

していくはずだỳた先生を喪ỳたこ

とはỏ地すべり研究に関わる者に

とỳて大きな痛手でありỏ先生ご自

身もさぞやご無念だỳたことと思い

ますỐ先生のご冥福を心よりお祈り

申し上げますỐ　　　　　　　合掌

　昨年ớ平成　年６月　日Ờ新潟で

29

13

９回生の同期会が開かれたỐ前年か

らủ新潟でやỳてくれỨと強く言ỳ

てきたのが金子であỳたỐ当日は地

元幹事より早く会場に到着していた

のも金子であỳたỐ大きな車が一台

既に駐車場に止まỳていたỐその晩ỏ

集まỳたのは　名Ố19
　その夜ỏ宴会は盛り上がỳたỐ翌 日ỏ解散したのであるがぼくは富山

から参加したＡと一緒に金子に拉致

されたのであるỐ着いた処は彼自慢

の草津温泉にある彼の別荘であỳ

たỐＡは昭和　年の春ỏ金子と六花

32

寮に入寮したのであỳたỐ因みにぼ

くは近郊の伯母の家の書生？として

新潟の人となỳたỐ

　彼らとは仲良くなり時々六花寮に

立ち寄らせて貰ỳたỐ８時過ぎまで

粘ỳて夕食を摂らなかỳた寮生の麦

飯を失敬したりỏ洗面器でのうどん

をご馳走になỳたものだỐ二年にな

るとỏ河渡に越し金子の下宿にぼく

は転がり込んだỐ
　彼はよく勉強する男だỳたỐ彼は

当時飛ぶ鳥を落とす勢いの玉利教授

のủ農産製造Ứへỏぼくは寺田虎彦

の再来かと紛う平田教授の病理を専

攻Ố玉利教室でではイモチ菌の毒素

ピリキỿラリンớ遂に幻の毒素と

なỳたỜの生産ỏ構造決定など華々

しい研究を展開していたỐ病理では

その生物活性の試験もお手伝いして

いたỐぼくはウドンコ菌をやỳてい

たがỐそんな関係で教室間の関係も

近かỳたỐ
　四年生の晩秋ỏぼくは金子とＭを

妙高山登山に誘ỳたỐそして最後の

頂上直下で霙に会い危うく遭難とい

う経験をしたỐそのとき単独で登ỳ

て来た人にその場を助けられたỐそ の人こそＳさんớ故人ỜであỳたỐ

金子の研究室の助手の方だỳたỐな

どと思い出は切りもないỐ

　後年ỏぼくが札幌から母校に戻り

お世話になỳたỐ金子は東京へ出て

大日本インキに勤め大活躍の傍らỏ

永く首都圏同窓会の面倒も見てい

たỐ一度となくその会合に呼んでく

れたのも彼だỳたỐ余り酒は強くな

かỳたがゴルフだスキồだと彼の周

辺には友だちがいつも大勢集まỳて

いたものだỐ奥さんớ腕前は彼以上Ờ

とどれだけ草津のゲレンデを楽しん

だことかỐある日ỏその奥さんから

電話があỳたỐ彼の抽斗からぼくの

彼への見舞いのハガキが出てきたと

いうỐ　永い間友情ありがとうỐ　　合掌
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稲 葉 一 成　ớ農学部助教Ờ
ớ昭　農工Ờ62

福岡浩先生の
　　 ご逝去を悼んで小　島　誠　ớ元農学部長Ờ

ớ昭　農Ờ36

金子 晃君を偲んで
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焔中野和弘ớ生産環境科学科Ờ　日本農業工学会賞焔中野和弘ớ生産環境科学科Ờ　新農林社賞焔丹波紗彩ớ平成　年３月卒業・生30産環境科学科Ờ8th
International

 
                 

Agriculture
Congress

2018
&
6th

                           
     

International
Sym
posium

for
Food

                 
      
          

and
Agriculture

201

                   8  　
3位

焔三ツ井敏明　応用生物化学科　日本応用糖質科学会　平成　年度30学会賞焔太田奈々恵ớ平成　年３月卒業・30応用生物化学科Ờ日本応用糖質科

学会　ポスタồ賞

焔鈴木一史ớ昭和　年３月卒業・農63芸化学科Ờ長瀬研究振興賞

焔木南莉莉ớ農業生産科学科Ờ　日本地域学会著作賞焔日本土壌肥料学会　平成　年　月１日3012
　関東支部大会ớ新潟大会Ờ

　朱鷺メỽセ
　　　新潟コンベンシἀンセンタồ

　大会運営委員長　高橋能彦教授

　フỹồルド科学教育研究センタồ

焔日本地すべり学会　平成　年８月　日Ỗ８月　日302124　第　回研究発表会及び現地見学会

57

　朱鷺メỽセ
　　　新潟コンベンシἀンセンタồ

　大会実行委員長　福岡　浩教授

　生産環境科学科
　　　　　ớ災害・復興科学研究所Ờ

焔上田大次郎ớ平成　年３月卒業・25平成　年３月修了Ờ応用生物化学

30

科／新潟大学大学院自然科学研究

科ỏ博士ớ農学Ờ

焔池田　祥ớ平成　年３月卒業・平22成　年３月修了Ờ農業生産科学科

30
／新潟大学大学院自然科学研究科

博士ớ農学Ờ
焔島本由麻ớ平成　年３月卒業・平25成　年３月修了Ờ生産環境科学科

30
／新潟大学大学院自然科学研究科

博士ớ農学Ờ
学　

位　

取　

得

農
学
部
の
動
向

農
学
部
の
動
向

学

会

賞

等

受

賞

学

会

等

の

開

催

　昭　年農学科卒
41

山口邦彦さんớ山
形県米沢市在住Ờ

よりお便りをいた
だきましたỏト

ピỽク欄で皆さん
にご紹介いたしま

すỐ

　平成　年
5月ỏ米沢市の普門院

29

境内にある上杉鷹山の師ỏ細井平

洲が植えたと言われるツバ

キはỏ歴史の古い由緒ある

古木ながら品種としては未

登録ではないかと山口さん

が気づきỏ新潟大学理学部

元教授石沢進ớ昭　農Ờに34

鑑定を願いỏ日本ツバキ協

会未登録種であることが判

明しましたỐ
　論文がほぼ完成の平成　
30

年
1月ỏ石沢進先生がご逝

去されましたỐその後新潟

県立植物園の指導の下ỏ論

文の整理と日本ツバキ協会

への品種登録てつづきを進

めましたỐ

　平成　年
9月ỏ品種名ủ平洲椿Ứỏ

30

優秀古木ツバキ第　号ủ平洲椿Ứ
10

として日本ツバキ協会への認定登

録を果たしましたỐ

　山口さんは平洲椿保存推進会会

長に就任されỏ今後ỏ原木ớ標本

木Ờの保護ỏ増殖・普及に務めỏ

上杉鷹山と細井平洲の由縁・故事・

教訓を米沢の観光資源の一つとし

て発信⎁宣伝していくと述べてお

られますỐ

トピック
ス

鉢植えは平洲椿の１.８年生



　当農学部及び新潟大学のため多大

な貢献をされた先生が平成　年３月31

に定年退職されますỐ

中野　和弘教授ớ生産環境科学科Ờ

　ご功績に心から感謝申し上げますỐ

　ありがとうございましたỐ

山本仁志元教授ớ生産環境科学科Ờ

　平成　年　月ご逝去
30

10

　謹んでご冥福をお祈りいたしますỐ

福岡浩教授ớ災害・復興科学研究所Ờ

　平成　年６月ご逝去
30

　謹んでご冥福をお祈りいたしますỐ

安達　昭平ớ昭　・ ３農専農Ờ
24

菅井　敞平ớ昭　・ ３農専林Ờ
24

高橋　　均ớ昭　・３総農Ờ
30

東條　誠吾ớ昭　・３農学Ờ
30

高津ớ坂上Ờ勇ớ昭　・ 
3農学Ờ
32

明田川洸司ớ昭　・３総農Ờ
33

武石　司郎ớ昭　
 ・
3農学Ờ
34

中野　忠和ớ昭　・３林学Ờ
34

金子　　晃ớ昭　・
3農学Ờ
36

小丸　皓市ớ昭　・ 
3農学Ờ
38

手塚　柾雄ớ昭　・ 
3林学Ờ
38

横山　俊一ớ昭　・ 
3農芸化Ờ
38

山本　仁志ớ昭　・ 
3林学Ờ
39

工藤　昌利ớ昭　・ 
3農芸化Ờ
41

日野　明寛ớ昭　・ 
3農芸化Ờ
55

ớ卒年次順・五十音順Ờ

　同窓会名簿の整備はỏ同窓会事業

の根幹でありỏ運営の基となる貴重

な資料ですỐ
　住所を変更された場合はỏ左記に

より農学部同窓会事務局までお知ら

せくださいỐ
　住所変更の連絡方法

　①　官製ハガキまたはＦＡＸ

　　　０２５們２６３們３１０７　②　E-mail:          　　　

dousou@
agr.n

       
     i  igata-u.ac.jp

             

　今年の新潟の冬は積雪が少なくỏ

昨年とは打ỳて変わỳて過ごしやす

い日々が続いていますỐみなさんの

ところはいかがですか？　雪があま

り少ないのもỏ夏の水不足や天候不

順が心配されますねỐ最近は本当に

極端な天候が多くỏ直ぐに災害に結

び付くので十分な用心が必要ですỐ

　さてỏ現在仕事でỏ大学や企業と

の産学官連携の業務に携わỳていま

すỐ企業の中堅には卒業生も沢山い

らしてỏ同じ大学出身というだけで

和みますỐまた大学のフỼồラムや

成績発表会などに顔を出す機会も多

くなりましたỐそこでびỳくりする

のはỏ学生さんが堂々と発表しỏしỳ

かり質問に答えていることですỐ何

だ当り前じỴないかと言う方もい

らỳしỴるかもしれませんがỏ私が

学生の頃を振り返ればỏせいぜい校

内での卒論や修論の発表と学会の地

方支部会での口頭発表くらいでしたỐ

それもすごく緊張してỏ発表してい

て口の中がカラカラだỳた記憶があ

りますỐ先日の会議でも学生さんが

先生と一緒に出席されていたのです

がỏ途中で先生はỏ飲み会に行く時

間だからあとはお前に任せたỏと去ỳ

て行ỳてしまいましたỐもちろんỏ

学生さんはしỳかりと報告Ố先生と

学生さんの信頼関係ができていてい

いなあと思ỳた瞬間

でしたがỏ学生さん

にとỳてはそんなこ

とないのかな？
ớペンリレồの校正

は編集委員会で行い

ましたỐご了承くだ

さいỐỜ

教　

員　

訃　

報

会　

員　

訃　

報

退　
　
　
　
　
　
　
　

職
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窓
会
事
務
局
か
ら
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願
い
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所
《
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届
》
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い
て
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「新潟大学カード」入会のご案内
●新潟大学全学同窓会では、新潟大学の発展を支援
し、同窓会員へのサービスと連携

　を深める目的で、三菱ＵＦＪニコ
　スと連携して「新潟大学カード」
　を発行しています。

入会費
・
年会費

無料
この機に是非ともご入会を！
※詳しくはホームページ
　http://www.niigata-u.ac.jp/dousokai/card/を
　ご覧ください。


